








要約 

非増殖系細胞を対象とする場合,染色体変異と化学物質との濃度効果関係は単純な比例関

係を示さない。 

人体汚染の監視システムとして末梢血リンパ球を培養して見られる SCEは有効な方法であ

るが,危険度の定量的評価にはこの非増殖系細胞の特徴を考慮に入れなければならない。 


